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あなたは誰であるか？



B A

D C

前



問① 名前以外で「あなたは誰であるか」を最も示す英文を、I am～の英
文で三つ書いてみよう。

(例） I am a member of soccer club in my school.

１ わたしは、～

２ わたしは、～

３ わたしは、～

問い② 上の英文を異なる文化の人が読んだ場合、あなたに対してどん
なイメージを抱くでしょうか。クラスメートと話し合って、書き出そう。
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問③ 文化人類学の権威であるミナテ・キトー教授が 「ｴｾﾅﾊﾟｰｼﾞｭ族」という民
族について説明した、次の英文を読みましょう。英文を読んで、考えたこと・気
づいたことを書き出し、シェアして気づいたことをメモしてみよう。

Esenapaj is a relatively large tribe living in North-east Asia.

They think that their brains are very dirty and they can only make it
clean when they put their heads down. So, they put their heads down
all day.

Moreover, they can’t stick to one place. They think that staying in 
one place all day curses their body. So they move from one place to 
another not with their families but people they don’t know well. 
Mostly they move in the early morning and late at night.
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（簡訳）

ｴｾﾅﾊﾟｰｼﾞｭ族は、北東アジアに住んでいる、相対的には大きな民族である。彼ら
は自分たちの脳があまりきれいでなく、それをきれいにするには、頭を下げること
が唯一の方法だと思っている。それで、彼らは一日中頭を下げるのだ。

さらに彼らは、一つのところにずっと居られない。一つのところにいると肉体に
呪いがかかると思っている。それで、かれらは家族を一緒ではなく、あまり知り合
いでもない人たちと、一つの場所からもう一つの場所に動く。ほとんどの場合、早
朝と夜遅くに動くのである。



問い⓸ ミナテ・キトー教授に拠る「ｴｾﾅﾊﾟｰｼﾞｭ族」の二つの特徴は？

→（ ）を一日中下げる。なぜなら、（ ）と
思っていて、清潔な状態にするには、（ ）下げる必要が
あると思っているたね。
→（ ）にとどまることができず、家族以外の人々と共に
朝と夜に移動する。なぜなら、一つの場所に留まることで、（

）と思っているため。

問い⑤ 本当はどのような理由で、〇〇がお辞儀をしたり、通勤ラッ
シュがあったりするのでしょうか。考えて理由を書きましょう。
①お辞儀をする →理由（ ）
②通勤ラッシュがある→理由（ ）

問い⓺ クラスメイトと共有し、理由を比較してみよう。気づいたこと
をメモしよう。



同じパターンで ナシレマ Nacirema
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もし、ミナ・テキトー教授が、ある背景や行動に
関して、それに至る背景の正しい理解をしていれ
ば、先ほどのような記述にはならなかったかもし
れませんね。



あなた方は誰であるか？



他の文化を持つ人の習慣や一部分を切り取っ
て、狭い範囲で定義づけてしまうことがある
かもしれない。
自分の持つ視点にきづいて、客観的に分析し、
広く深く考えられるようになろう。



問⑦ 6人の生徒が作成した様々な国の文化について、紹介文を読んでみよ
う。5分

① Sangmi：In Korea, young people have to wait until the older starts to eat.

② Shray：In India, you have to eat using your right hand, not the left hand.

③ Rafa: Polygamy is common in Africa. When a man is married to more than one
wife at a time, sociologists call this polygamy.

⓸ Abdu: Masai people spit on other people’s hands as a greeting. 

⑤ Omar: A husband in Saudi Arabia divorced his wife for walking ahead of him.

⓺ Eric: In Rwanda, many men walk hand in hand with male friends to show their 
friendship.



① Sangmi：朝鮮では、若者はお年寄りが食べだすまで食べてはいけないんだ。

② Shray：インドでは、左手ではなく、右手を使って食べないといけないんだ。

③ Rafa: 一夫多妻はアフリカでは一般的なんだ。男性が、同時に一人以上の

妻をもつが、社会学者はこれをPolygamyと呼んでいるよ。

⓸ Abdu: マサイ族の人々は、挨拶として他の人の手につばを吐くんだ。

⑤ Omar: サウジアラビアの夫は、妻が夫より前を歩くという理由で、妻を離婚し
たんだ。

⓺ Eric: ルワンダでは、多くの男性が友情をあらわすために、男性の友人と手
と手を取り合うよ。

（簡訳）



気づいたことをメモしておこう。

問⑧ ６つの中で、あなたが「受け入れられる」と感じる文化と「受け入れ
られない」と感じる文化を分類し書き出しクラスメイトと共有しよう。5分

受け入れられる 受け入れられない

A C



問⑨ あなたやクラスメイトが、「受け入れられない」と感じた文化につい
て理由を分析してみよう。また、それはどの方法で考えられたものか。5分

理由→

理由→

理由→

理由→

理由→

理由→

理由→

理由→
□言語

□知覚

□感情

□理性

□想像

□信仰

□直観

□記憶

A C



参考資料：8つの方法 （Way of Knowing：知るための方法)

右側は目安になるキーワード
で、もっとあるでしょう。



問⓾ 6人の生徒の英文をもとに花子さん、太郎さん、先生が、「文化相対
主義」について話し合った。役割になって読んだあとに、文化相対主義につ
いて調べ、分かったことを書こう。（10分） 次頁

B D

文化相対主義とはなにか。短くメモしよう（5分）

メモ

メモ



B D



ABCDで学びを交流してから、文化相対主義から世界の問題を問い直そう。

問⑪ 次の記事を読み、「実社会の状況」を書きだそう。

文化相対主義から世界の問題を問い直そう。
問⑫ この「実社会の状況」に関するあなたの「問い」を書き出してみよう。

実社会の状況 述べられている事実

Yes/Noで答えられる問い

Yes/Noでは答えられない問い （例：影響の大きさを問う言葉・どのくらい・「バイアス」「解釈」「価値」
のような単語を使って問う）

皆

次頁





あなたの身の回りで、「文化が異なる」ということが、正常・異常の優劣の関係
になってしまい、それが偏見や差別につながっている事例を挙げてください。ま
た、それを是正するためには、どのような態度や考え方が必要かを書こう。

事例

是正するための態度・考え
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まとめ

答えがかならずしもない問いについて、日ごろは考えるこ
とを避けていないか。

特定の状況の道徳的側面を理解するために、理論的枠組みを
適用することによって得られた「洞察」、状況に関する道徳
的直観は、理論的枠組みの観念から検討し、それに応じて修
正することができる。

問いを考える、教材はわたしたちの身の回りにある。



授業のねらい （社会×英語×倫理ジレンマ）

・自らの文化を客観視する

・世界の文化を相対化する

・異なる文化に対する自らの態度にきづく

・自らの主張や考え方が何に起因するか分析する

・自らの主張に対する理由付けをする

・自らの考えを友人と共有する

・実社会の状況（摩擦や衝突）から、「問い」をたてる

・文化の違いから生まれる偏見や差別という実社会の状況を分析する。

・身近な問題について、自らの有り方、考え方をみつめ、それらをク
リティカルに認知する。



「複雑な文脈で異質なグループで相互作用的に言葉やテクノ
ロジーを用い、個人的なプロジェクトを設計し実行する」

カテゴリー１：相互作用的に道具を用いる
１－A 言語 シンボル テキストを相互作用的に用いる能力（Ability）
１－B 知識や情報などを相互作用的に用いる能力
１－C テクノロジーを相互作用的に用いる能力

カテゴリー２：異質なグループにおいて相互に関わりあう（Interacting）
２－A 他者と良い関係をつくる能力
２－B 協同する能力
２－C 葛藤（Conflict）を調整し、解決する能力

カテゴリー3：自律的に行動する
３－A 大きな展望（Big Picture）の中で行動する能力
３－B ライフプランや個人的なプロジェクトを設計し行動する能力
３－C 権利、利害、限界、ニーズを主張する能力

（Ruchen＆Salganic, 2003）



今、注目されるバカロレア教育
①知の理論（Theory of Knowledge)

１ 21世紀の知識基盤社会におけるTOKへの期待

２ 主体的・対話的で深い学びへの授業改善

３ 身近な問題に学びを転移する力の涵養

４ 教科間連携の重視 良い「問い」を協働でつくる。



②知識の領域（Areas of Knowledge)
数学 自然科学 人間科学 歴史 芸術

倫理 宗教的知識の体系 土着の知識の体系

③知るための方法（Ways of
Knowing)

言語 知覚 感情 理性 創造 信仰 直観 記憶



TOKの授業イメージ図

A B

本質的な問い
（知識に関する問い）

C
D

E

ジレンマ 対立



(問）二つの記事を読んで、共通する課題点はどこ
にあると思いますか？

また、そこからどのような問が見いだされます
か？

A B
本質的な問い

（知識に関する問い）

９５％が反対、新国立
競技場建設計画アン
ケート

株式相場の低迷で損失
は5兆円に！？」



育成したいスキルは

批判的思考力

複合リテラシー

生産性 転移性

知識や物事を知る
ということはどういう
ことか多角的に学ぶ



新学習指導要領「主体的・対話的で深い学び」を実現する

•「主体的な学び」
学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通
しを持つ。自己の学習活動を振り返って次につなげる。

•「対話的な学び」
子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること
等を通じ、自己の考えを広げ深める.

•「深い学び」習得・活用・探究
各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせ、
知識を相互に関連付けてより深く理解したり、
情報を精査して考えを形成したり、
問題を見いだして解決策を考えたり、
思いや考えを基に創造する。



例えば、高校「歴史総合」
◇日本と世界の動きを関連づけて、歴史の流れをつかむ

◇年号を詰め込むのではなく、生徒たちが調べたり議論したりする

暗記に頼った勉強法ではない。

例えば、小中「道徳」
◇答えが一つではない課題に、子供たちが道徳的に向き合い、考え、
議論する道徳教育への転換により、道徳性を育む。

例えば、語彙を表現に生かす、社会について複合資料に基づいて考え
る、日常生活の文脈で数学を活用する、科学的


